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保健指導のための食生活習慣に関する問診モデルの検討	
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第３期の特定健診・保健指導に向けて、医療保険者がより効果的かつ効率的に保健指導を実施

できるよう支援するための資材が求められている。これまで、地域・職域における循環器健診

を実施し、その結果に基づく保健指導等の予防活動に取り組んできた実績をもとに、健康課題

別に把握すべき生活習慣の優先順位を明確にするチェック表を作成した。さらに、食生活習慣

に関連した聞き取りを行う際に用いる質問票の具体案を検討した。対象者自らが健康状態に

関連した生活習慣を振り返り、その生活習慣を改善するための行動目標を設定して継続的に

実践できるよう支援するために、日常生活を基盤にした具体的な聞き取りを行い、同時に、改

善策の提案を行えるように工夫された質問票を作成、活用した。指導者の経験にかかわらず、

比較的簡便に必要な情報を把握し、保健指導を行うことが可能と考えられた。	

Ａ．研究目的 
	 医療保険者が効果的・効率的な健診・保健指導を

実施するために、標準的な健診・保健指導プログラ

ムが公表されている。平成30年度からの第３期の

特定健診・保健指導に向けて、このプログラムの増

補・改訂を目的として、保健指導の場で活用する質

問票、特に、食生活習慣に関連した質問票の具体案

について検討した。 
 
Ｂ．研究方法 
	 現行の資材として、標準的な健診・保健指導プロ

グラム【改訂版】（平成25年4月）の第3編 保健指

導、第3章 保健指導の実施、3-1 基本的事項（5）
「動機づけ支援」「積極的支援」に必要な詳細な質

問の項目の中で、「動機づけ支援」、「積極的支援」

の実施に当たっては、保健指導対象者の生活習慣

及び行動変容のステージ（準備状態）を把握し、ど

のような生活習慣の改善が必要なのかをアセスメ

ントする必要があることから、詳細な質問票を使

用することが望ましいとされている。 
	 食生活習慣に関する項目例としては、食事の時

間帯、回数、内容、量及び間食や外食の習慣、よく

噛む習慣（咀嚼回数や噛みごたえのある食品の摂

取状況等）、主たる調理者などを把握することが挙

げられているが、具体例は示されていない。 
我々は、大阪がん循環器病予防センター（旧・大阪

府立健康科学センター）と協働で、50年以上に亘り、

地域・職域における循環器健診を実施し、その結果

に基づく保健指導等の予防活動に取り組んできた。

その成果については、生活習慣病対策における行

動変容を効果的に促す食生活支援の手法に関する

研究（研究代表者：武見ゆかり）において、個別支

援による効果的な支援とその関連要因に関する研

究結果を報告した。特定保健指導における個別支

援では取り組みやすく減量効果の大きい行動目標

を、対象者の状況に応じて実行しやすいように具

体的に示し、提案していくことがより効果的と考

えられた。 
	 これまでの実践及び研究での実績をもとに、保

健指導を開始する前に取り組むべき課題の見える

化に役立つチェック表、食生活習慣に関する質問

項目（詳細版、簡易版）を取りまとめた。その際、

各種ガイドライン、指針、現行のプログラムとの齟

齬がないことを確認した。 
	 質問票作成の基礎資料とするために、循環器疾

患の予防対策を50年以上に亘って継続している大

阪府八尾市Ｍ地区で実施してきた食生活習慣に関

する問診の基本集計を行った。対象は、2013年～2
017年に循環器健診を受診した40～74歳の同地区

の住民2,056人（男性727人、女性1,329人）とした。

その内、標準的な健診・保健指導プログラム【改訂

版】（平成25年4月）の保健指導判定値を超える者

（未治療者）について、改善が望ましい食生活習慣

の該当状況を集計した。 
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Ｃ．研究結果 
①	保健指導前にチェックする項目	

	 保健指導の実施前に、対象者の健康状態と関連す

る生活習慣を簡便に選定できるチェック表を資料

１に示す。	

	「保健指導をする前にチェックしましょう」では、

縦軸を用いて対象者の健康状態を把握する。特定健

診の結果から把握できる項目として「肥満がある」

「血圧が高い」「血糖値が高い」「総コレステロー

ルあるいはLDLコレステロールが高い」「HDLコレス

テロールが低い」「中性脂肪が高い」の6項目とし

た。これらの健康課題に関連した生活習慣として、

横軸を用いて「１．おやつ・砂糖入り飲料」「２．

食べ過ぎ」「３．栄養バランス」「４．油脂のとり

方」「５．塩分の減らし方」「６．節酒」「７．運

動」「８．禁煙」「９．ストレス・休養」のいずれ

の状況を把握することが重要かについて一目で抽

出することができる。対象者の指導を受ける時間や

保健指導スタッフのマンパワーを考慮し、必要に応

じて、優先度の高い生活習慣の状況から把握して、

具体的な食習慣改善プランにつなげることができ

るように配慮した。	

	

②	食生活習慣に関する質問項目（詳細版、簡易版）	

	 資料１を用いて、食生活習慣に関する１から６ま

での状況を聞き取る際に役立つ質問項目（詳細版）

を資料２に示す。各生活習慣のチェック項目に該当

した場合、詳しい状況を確認でき、かつ、具体的な

生活習慣改善のための健康プランが立てられるよ

うに例を併記した。	

	「０．共通項目」では、肥満の有無にかかわらず、

体型変化を確認する。特定健診等データを用いて、

経年的な変化を把握することが望ましい。	

	 「１．おやつ・砂糖入り飲料」では、お菓子、菓

子パン、砂糖入り飲料の摂取状況を把握する。種類、

量、頻度を聞き取ることで、個別性の高い具体的な

プランが立てられるように考慮した。例えば、おや

つを控えるよう漠然と指導するだけでなく、量、カ

ロリー、摂取頻度の上限を決めたり、果物や乳製品

といった代替品を相談したりすることで、対象者の

主体性を高め、継続的に生活習慣の改善に取り組め

るよう支援する。	

	 「２．食べ過ぎ」では、満腹までの摂取、欠食、

早食い、夜食、間食の習慣を把握する。例えば、つ

いつい満腹まで食べる習慣は、盛り付け方やおかわ

りによるものかどうか聞き取ることで、改善可能な

生活習慣の是正を促すことができる。	

	 「３．栄養バランス」では、食事の品数、主食の

重ね食べ、野菜・果物・魚介類・乳製品の摂取状況

を把握する。単品で食べたり、主食を2種類以上食

べたりする習慣がある場合には、その種類、頻度、

時間帯を聞き取ることで、例えば、外食時などの機

会を捉えて、段階的に生活習慣の改善に取り組むこ

とが可能となる。野菜の摂取については、健康日本

２１の成人1人１日あたりの摂取量の目標値である

350	 g以上を達成できるように、各食事で何皿の野

菜料理（おかず）を摂取しているか把握する。簡便

に摂取量を把握できるように、食事バランスガイド

の基準の考え方に基づいて、野菜料理1皿を約70	 g

とし、1日5皿を目安量としてプラン例を提示した。

野菜ジュース（100％）については、野菜に苦手意

識のある対象者などに対して、味に慣れたり、手軽

さを感じたりする目的で、特例的に取り扱うことを

想定してプラン例に残した。	

	 「４．油脂のとり方」では、揚げ物、油脂を多く

含む料理（グラタン、ハンバーグ、カレーライス等）、

脂身の多い肉、ドレッシング等、洋菓子等の摂取状

況を把握する。いずれも種類や頻度などを聞き取る

ことで、対象者自身が自分の生活習慣を振り返るき

っかけとなるほか、個別性の高い目標を定めること

ができ、生活習慣改善の評価にも活用できるよう考

慮した。	

	 「５．塩分の減らし方」では、汁物（みそ汁、ス

ープ等）、めん類の汁、塩蔵品、漬け物の摂取状況、

漬け物や味付けしてあるおかずに上からかける調

味料及び外食や惣菜品、レトルト食品、缶詰や加工

食品の利用状況を把握する。いずれも種類や頻度な

どを聞き取り、対象者の状況にあわせて、自らの生

活習慣の課題に気づき、健康的な行動変容の方向性

を導き出す支援ができるように工夫した。外食や加

工食品の利用に関連して、日常生活で栄養成分表示

を活用することを勧めた。	

	 「６．節酒」では、現在の飲酒状況を把握する。

不適切な飲酒習慣は、特定健診等の身体測定及び血

液検査結果に悪影響を及ぼすことで明らかになる

健康問題だけでなく、アルコール依存症や社会的な

問題にも密接に関連する。ここでは、食生活習慣の

一部として、生活習慣病のリスクが高まる高度飲酒

に留意し、節酒を勧めた。	

	 保健指導にかけられる時間は限られており、医療
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保険者のマンパワーや財源等によっては、優先度の

高い健康課題に対して、より短時間に効果的な保健

指導を実施する必要がある。詳細な質問票を使用で

きない場合には、簡易版（資料３）を用いることで、

食生活習慣の主な状況を把握し、どのような生活習

慣の改善が必要なのかを具体的にアセスメントす

ることができる。	

	

③	各種ガイドライン、指針、現行のプログラムと

の整合性	

	 資料１～３の内容について、高血圧治療ガイドラ

イン2014、糖尿病治療ガイド2016-2017、糖尿病診

療ガイドライン2016、動脈硬化性疾患予防ガイドラ

イン2012年版、食事バランスガイド、日本人の食事

摂取基準（2015年版）、食生活指針（平成28年6月）、

健康日本２１（第二次）、標準的な健診・保健指導

プログラム【改訂版】等との整合性を確認した。	

資料１では、高血糖や脂質異常の健康課題を有する

対象者に対して、塩分摂取に関する質問を聞き取る

項目に含めなかった。糖尿病患者や脂質異常症患者

では、動脈硬化性疾患の発症を予防する目的で、減

塩の推奨が考慮されるが、特定保健指導の場では、

糖尿病や脂質異常症等の予備群に対して生活習慣

病の発症を予防することが第一義であることから、

優先順位を落とした。	

	 資料２では、共通項目として、1年間の体重の増

減を確認する項目を含めた。体重に関する質問項目

としては、先行研究に基づくエビデンスは乏しいが、

保健指導の場においては、健診結果の推移を把握し、

介入後の評価に用いることを考慮して、詳細な質問

項目として残した。果物の摂取については、糖尿病

の発症率を有意に低下させるという報告がある一

方で、その量は病態による個別化が必要である。平

成27年「国民健康・栄養調査」では、果実類の1日あ

たりの摂取量の平均値が110	 g程度であることが報

告されており、100	g未満の者が約6割であることか

ら、詳細な質問項目において、過剰摂取の状況を把

握することは強調しなかった。	

	

④	保健指導判定値を超える者（未治療者）の食生

活習慣の概況（大阪府八尾市Ｍ地区）	

	 40～74歳の地域住民の男女全体、肥満者、血圧・

血糖・LDLコレステロール・中性脂肪の高値者、HDL

コレステロール低値者の基本特性を表1に示す。全

体に占める割合は、LDLコレステロール高値者39.

3％、血糖高値者30.1％、血圧高値者21.7％の順に

高かった。平均年齢は、全体に比べて低い傾向を認

めた。男性の占める割合は、HDLコレステロール低

値者73.0％、肥満者60.5％、中性脂肪高値者56.4％

の順に高かった。	

	 改善が望ましい食生活習慣の該当状況を表２に

示す。砂糖飲料をほぼ毎日飲む人の割合は、全体に

比べて、肥満者、血糖・中性脂肪高値者で高い傾向

を認めた。食べ過ぎにつながる習慣のうち、満腹ま

で摂取、朝食欠食の割合は、全体に比べて、肥満者、

LDLコレステロール・中性脂肪高値者で高い傾向を

認めた。早食い習慣の割合は、肥満者、血圧・中性

脂肪高値者で高く、間食または夜食摂取習慣の割合

は、血糖・LDLコレステロール高値者で高い傾向を

認めた。栄養バランスを確認する質問では、野菜・

海草・きのこ類、果物、乳製品をほぼ毎日あるいは

魚介類を週３日以上摂取していない人の割合は、全

体に比べて、いずれの保健指導対象者においても高

く、特に、肥満者及び中性脂肪高値者でその傾向が

顕著であった。油脂のとり方を確認する質問のうち、

油料理をほぼ毎日摂取する人の割合は、肥満者、LD

Lコレステロール・中性脂肪高値者で高く、脂身の

多い肉類を週に３日以上食べる人の割合は、肥満者、

血糖・中性脂肪高値者で高い傾向を認めた。塩分の

減らし方に関する質問では、中性脂肪高値者で改善

すべき習慣を有する割合が高かった。加えて、汁物

及びめん類の汁を過剰摂取する習慣は肥満者でも

多く、漬け物や味付けしているおかずに、しょうゆ

やソースをかける習慣は血圧高値者でも多い傾向

を認めた。漬け物の過剰摂取習慣の割合は、全体に

比べて、いずれの保健指導対象者においても低くか

った。	

	 HDLコレステロール低値者は、該当人数が少なか

ったが、栄養バランスの偏りを疑わせる習慣を始め、

改善すべき習慣をもつ割合が高い傾向を認めた。	

	

Ｄ．考察	

	 第３期の特定健診・保健指導に向けた標準的な保

健指導プログラムにおける食生活習慣の改善のた

めのチェック表や具体的な質問項目及びプラン例

を併記した質問票を資料１～３にまとめた。	

循環器疾患の予防対策を継続している地域住民に

おいても、保健指導対象者では、改善すべき食生活

習慣を有する割合が高い傾向を認めた。おやつ・砂

糖入り飲料、食べ過ぎ、栄養バランス、油脂のとり



 

 47 

方、塩分の減らし方に関する傾向は、肥満者、血圧・

血糖・LDLコレステロール・中性脂肪の高値者、HDL

コレステロール低値者のそれぞれによって異なり、

チェック表を用いて優先すべき項目を絞り、詳細な

食生活習慣を確認することの重要性が示された。塩

分の過剰摂取に関する質問について、血圧高値者で

該当割合が高い項目は少なく、これまでの予防啓発

事業の成果が伺われた。しかしながら、血圧高値者

の2割以上が味付きのおかずにしょうゆ等をかける

習慣をもっており、減塩に取り組むために注目すべ

き習慣であると考えられた。	

	

Ｅ．結論 
	 保健指導前に実施するチェック表、食生活習慣に

関する質問票の具体案を作成した。特定保健指導等

の個別支援では、対象者自らが健康状態の悪化に関

連した生活習慣を振り返り、その生活習慣を改善す

るための行動目標を設定し、継続的に実践できるよ

うに日常生活を基盤にした具体的な聞き取りを行

い、改善策の気づきを促すことが重要である。	

	 本研究で作成した質問票は、現状把握のプロセス

と保健指導のプロセスを同一紙面に含めることで、

指導経験の乏しいスタッフでも比較的簡便に一定

レベルの保健指導が実施できると考えられた。	

	

Ｆ．研究発表 
１．論文発表 
	 該当なし	

	

２．学会発表 
	 該当なし 
 
【研究協力者】 
羽山実奈（大阪がん循環器病予防センター） 
本田瑛子（大阪がん循環器病予防センター） 
宮崎純子（大阪がん循環器病予防センター） 
伯井朋子（大阪がん循環器病予防センター） 
石丸佳奈（大阪がん循環器病予防センター） 
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表１．基本特定（大阪府八尾市Ｍ地区、40～74 歳男女） 

	
人数	 割合	

平均年齢	

±標準偏差	
男性	

高血圧	

治療中	

糖尿病	

治療中	

脂質異常症	

治療中	

	 (人)	 (％)	 (歳)	 (％)	 (％)	 (％)	 (％)	

全体	 2056	 100.0	 63.0±10.4	 35.4	 28.6	 5.5	 21.9	

肥満がある人＊	 370	 18.0	 60.4±10.9	 60.5	 0.0	 0.0	 0.0	

血圧が高い人＊	 447	 21.7	 62.6±	9.9	 44.7	 0.0	 0.0	 0.0	

血糖値が高い人＊	 618	 30.1	 62.0±10.1	 38.8	 0.0	 0.0	 0.0	

LDL コレステロールが高い人＊	 807	 39.3	 60.5±10.6	 29.9	 0.0	 0.0	 0.0	

HDL コレステロールが低い人＊	 37	 1.8	 62.0±11.4	 73.0	 0.0	 0.0	 0.0	

中性脂肪が高い人＊	 172	 8.4	 60.0±10.5	 56.4	 0.0	 0.0	 0.0	
＊標準的な健診・保健指導プログラム【改訂版】（平成 25 年 4 月）の保健指導判定値を超える者（未治療者）	

肥満がある人：腹囲	男性 85	cm 以上または女性 90	cm 以上または body	mass	index	25	kg/m2以上	

血圧が高い人：収縮期血圧 130	mmHg 以上または拡張期血圧 85	mmHg 以上	

血糖値が高い人：空腹時血糖値100	mg/dL以上（非空腹時の場合HbA1c[NGSP]5.6％以上〔2014～2017年〕またはHbA1c[JDS]5.2％

以上〔2013 年〕）	

LDL コレステロールが高い人：LDL コレステロール 120	mg/dL 以上	

HDL コレステロールが低い人:HDL コレステロール 40	mg/dL 未満	

中性脂肪が高い人：中性脂肪 150	mg/dL 以上	

 
表２．改善が望ましい食生活習慣の該当状況（大阪府八尾市Ｍ地区、40～74 歳男女） 

	 	 人数	 割合	

	 	 (人)	 (％)	

砂糖飲料をほぼ毎日飲む	 全体	 559	 27.2	

	 肥満がある人	 116	 31.4	

	 血圧が高い人	 133	 29.8	

	 血糖値が高い人	 186	 30.1	

	 LDL コレステロールが高い人	 240	 29.7	

	 HDL コレステロールが低い人	 18	 48.7	

	 中性脂肪が高い人	 59	 34.3	

ついついお腹いっぱい食べる	 全体	 1066	 51.9	

	 肥満がある人	 229	 61.9	

	 血圧が高い人	 240	 53.7	

	 血糖値が高い人	 324	 52.4	

	 LDL コレステロールが高い人	 447	 55.4	

	 HDL コレステロールが低い人	 20	 54.1	

	 中性脂肪が高い人	 100	 58.1	

朝食を抜くことがある	 全体	 175	 8.5	

	 肥満がある人	 53	 14.3	

	 血圧が高い人	 48	 10.7	

	 血糖値が高い人	 54	 8.7	

	 LDL コレステロールが高い人	 93	 11.5	

	 HDL コレステロールが低い人	 8	 21.6	

	 中性脂肪が高い人	 37	 21.5	

人と比較して食べる速度が速い	 全体	 648	 31.5	

	 肥満がある人	 145	 39.2	

	 血圧が高い人	 151	 33.8	

	 血糖値が高い人	 194	 31.4	

	 LDL コレステロールが高い人	 260	 32.2	

	 HDL コレステロールが低い人	 14	 37.8	

	 中性脂肪が高い人	 61	 35.5	

間食または夜食をほぼ毎日食べる	 全体	 779	 37.9	

	 肥満がある人	 126	 34.1	

	 血圧が高い人	 148	 33.1	

	 血糖値が高い人	 244	 39.5	

	 LDL コレステロールが高い人	 346	 42.9	

	 HDL コレステロールが低い人	 13	 35.1	

	 中性脂肪が高い人	 54	 31.4	

野菜・海草・きのこ類（漬け物除く）をほぼ毎日食べない	 全体	 663	 32.3	

	 肥満がある人	 142	 38.4	

	 血圧が高い人	 157	 35.1	
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	 血糖値が高い人	 209	 33.8	

	 LDL コレステロールが高い人	 272	 33.7	

	 HDL コレステロールが低い人	 18	 48.7	

	 中性脂肪が高い人	 71	 41.3	

果物をほぼ毎日食べない	 全体	 971	 47.2	

	 肥満がある人	 203	 54.9	

	 血圧が高い人	 217	 48.6	

	 血糖値が高い人	 308	 49.8	

	 LDL コレステロールが高い人	 385	 47.7	

	 HDL コレステロールが低い人	 20	 54.1	

	 中性脂肪が高い人	 94	 54.7	

魚介類を週に３日以上食べない	 全体	 966	 47.0	

	 肥満がある人	 196	 53.0	

	 血圧が高い人	 231	 51.7	

	 血糖値が高い人	 319	 51.6	

	 LDL コレステロールが高い人	 414	 51.3	

	 HDL コレステロールが低い人	 20	 54.1	

	 中性脂肪が高い人	 93	 54.1	

乳製品をほぼ毎日食べない	 全体	 711	 34.6	

	 肥満がある人	 160	 43.2	

	 血圧が高い人	 185	 41.4	

	 血糖値が高い人	 218	 35.3	

	 LDL コレステロールが高い人	 281	 34.8	

	 HDL コレステロールが低い人	 20	 54.1	

	 中性脂肪が高い人	 85	 49.4	

油料理をほぼ毎日食べる	 全体	 312	 15.2	

	 肥満がある人	 79	 21.4	

	 血圧が高い人	 76	 17.0	

	 血糖値が高い人	 106	 17.2	

	 LDL コレステロールが高い人	 151	 18.7	

	 HDL コレステロールが低い人	 10	 27.0	

	 中性脂肪が高い人	 35	 20.4	

脂身の多い肉類を週に３日以上食べる	 全体	 696	 33.9	

	 肥満がある人	 151	 40.8	

	 血圧が高い人	 159	 35.6	

	 血糖値が高い人	 225	 36.4	

	 LDL コレステロールが高い人	 291	 36.1	

	 HDL コレステロールが低い人	 10	 27.0	

	 中性脂肪が高い人	 67	 39.0	

汁物を１日２杯以上飲む	 全体	 177	 8.6	

	 肥満がある人	 41	 11.1	

	 血圧が高い人	 41	 9.2	

	 血糖値が高い人	 46	 7.4	

	 LDL コレステロールが高い人	 67	 8.3	

	 HDL コレステロールが低い人	 5	 13.5	

	 中性脂肪が高い人	 20	 11.6	

めん類の汁をほとんど全部飲む	 全体	 442	 21.5	

	 肥満がある人	 120	 32.4	

	 血圧が高い人	 107	 23.9	

	 血糖値が高い人	 139	 22.5	

	 LDL コレステロールが高い人	 168	 20.8	

	 HDL コレステロールが低い人	 12	 32.4	

	 中性脂肪が高い人	 63	 36.6	

塩蔵品を週に３日以上食べる	 全体	 239	 11.6	

	 肥満がある人	 42	 11.4	

	 血圧が高い人	 51	 11.4	

	 血糖値が高い人	 74	 12.0	

	 LDL コレステロールが高い人	 92	 11.4	

	 HDL コレステロールが低い人	 4	 10.8	

	 中性脂肪が高い人	 25	 14.5	

漬け物や味付けしているおかずに、しょうゆやソースをかけることが多い	 全体	 320	 15.6	

	 肥満がある人	 84	 22.7	

	 血圧が高い人	 94	 21.0	
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	 血糖値が高い人	 103	 16.7	

	 LDL コレステロールが高い人	 124	 15.4	

	 HDL コレステロールが低い人	 7	 18.9	

	 中性脂肪が高い人	 49	 28.5	

漬け物を１日２回以上食べる	 全体	 353	 17.2	

	 肥満がある人	 57	 15.4	

	 血圧が高い人	 73	 16.3	

	 血糖値が高い人	 104	 16.8	

	 LDL コレステロールが高い人	 116	 14.4	

	 HDL コレステロールが低い人	 4	 10.8	

	 中性脂肪が高い人	 30	 17.4	

 
 

資料１．保健指導の実施前にチェックする項目 

 

対象者の健康状態から改善が望ましい⽣活習慣をチェックしましょう 

▼	保健指導をする前にチェックしましょう 
 肥満がある ◎ ◎ ○ ○  ○ ◎  ○ 

 ⾎圧が⾼い ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

 ⾎糖値が⾼い ◎ ◎ ◎ ○  ○ ◎ ◎ ○ 

 総/LDL コレステロールが

⾼い 
◎ ◎ ◎ ◎  ○ ◎ ○ ○ 

 HDL コレステロールが 

低い 
  ○    ◎ ◎ ○ 

 中性脂肪が⾼い ◎ ◎ ◎   ◎ ◎ ○ ○ 

 

対象者の健康状態 

 

 

気をつけたい 

⽣活習慣 

お
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つ
・
砂
糖
⼊
り
飲
料 
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べ
過
ぎ 

栄
養
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ン
ス 

油
脂
の
と
り
⽅ 

塩
分
の
減
ら
し
⽅ 

節
酒 

運
動 

禁
煙 

ス
ト
レ
ス
・
休
養 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

◎：特に気をつけたい⽣活習慣 

○：⼀緒に改善するとさらに効果が認められる⽣活習慣 

 

対象者の健康状態をチェックし、関連する⽣活習慣をチェックします。 

⾷習慣に関する質問項⽬を聞き取ることで、具体的な⾷習慣改善のプラン（⽬標）につなげることがで

きます。 
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資料２．食生活習慣に関する質問項目（詳細版） 
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資料３．食生活習慣に関する質問項目（簡易版） 

 

 


